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写真 1(左 )ビッグイシュー日本東京事
務所でお話を聞いた。

〈右)有限会社ビッグイシュー日本東京事 躙鰈翻爾翻贈間麟
務所・代表の佐野未来さん

ビッグイシュー)で ある。発祥の地イギリスで

はとてもポピュラーな雑誌であり、ホームレス

状態の人もしくは生活に困っている人が、雑誌

を街頭で売って得た収入をもとに自立を目指 し

ていく仕組みになっている。

今回、幸運にも日本版ビックイシューを作っ

ている有限会社ビックインュ~日本で、創業メ

ンバーの 1人である佐野未来さん (写真 1)に

お話を伺う機会を得た。生活に困っていると聞

くと福祉につなげるのが普通の発想だが、そう

ではない選択肢を、ビッグイシューはなぜ提案

し、販売者さんたちがなぜ選び、どのような生

活を送っているのか、気になる.と ころだ。

塚彰腋麒赳舅鷺
鰈躊爾閻胚炒国
販売者さんたちの中にはアパー ト生活を手に

入れた人もいるが、過半数はホームレス状態に

ある。ホームレスと聞くと清潔でないような印

象を抱 く人が多いかもしれないが、ビッグイ

シューの販売者さんに限らずホームレス状態の

人の多くは、お金のある時にネットカフェに寝

泊まりしたりして溝潔を保っているため、ばっ

と見でホームレスだとはわからない。販売者さ

んたちはまず、このようなネットカフェに泊ま

れるだけの金額を稼 ぐという生活を1日 1日

重ねていくところからスター トする。

平均的なヒッグイシューの販売者さんの出納

を教えてもらった。雑誌は2週間ごとに新刊

が出て、東京都内では 1号につき 1人で大体

170冊 を売り上げるそうだ。これは想像 してい

たより多い数字だった。

1冊 220円 で会社から仕入れて 450円 で売

るの で、販売者の手元に残るのは230円。こ

れだと平均的な収入は月 8万 円程度になる。

そこから、 もし毎日ネットカフェに寝泊まりす

るなら、1泊 1500円 として宿泊費は月 4万

5000円。荷物はコインロッカ ーに毎日出し入

れ しなくてはいけないので 1日 600円 とし

て、ロッカー代月 2万 円。食費は炊き出しを

巡るとしても限界があるので、手元に残るのは

1万円に満たない計算になるだろう。

炒炒赳陶鱚蟷

例えば東京 23区 で、生活保護を受ければ生

活扶助が約 8万 円、住宅扶助が約 5万 4000

円もらえるとすると、生活保護を受ける|よ うが
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農学部に行こうと思って大学に入りましたが、2年生の時に看話学に出会って大好きにな

り今は看護師を目指しています。将来は障害児者や生活困窮者など社会的に弱い立場

に置かれて困難をかかえた方々のウェルt― イングに1,わる仕事がしたいと思っています。 /ヽ _ ヽ.卜``
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路上で、日立つ赤いベス トを満て雑誌を掲げ

ている人を見たことはあるだろうか。東京や大

阪では比較的見る人が多いだろう。

私は中学生の頃から、学校の近くの大通りの

交差点で、凍えるような寒い日も、通学の時間

帯からじっと立って雑誌を掲げているおじさん

が気になって仕方がなかった。ネットで調べて

ホームレス状態の方が売っていることを知って

から、ついに好寄心が人見知りに勝ったある

日、大学の近くの大通りの交差点に立つおじさ

んに声をかけた。「これ、 ください」。パッと惹

きつけられた表紙を指差 して初めて買ったの

は、夜間中学の特集をしている号だった。てっ

きリホームレス問題に関する雑誌だと思ってい

たのだが、特集テーマにまつわる充実した記事

と、芸能なども含む幅広いニュースや世界の社

会問題を取り上げたコラムなど、想像をはるか

に超える充実した内容に驚いたことを覚えてい

る。

以来気が向いた時に、昔よりはいくらか図々

しくなって「寒 くなってきましたね」「人通り

はコロナの時から

戻ってきましたか。

大学はまだオンライ

ン授業なんです」な

どと雑談をしたり、

寒い日に温かいコー

ヒーを差 し入れたり

しながら雑誌を買う

ようになった。

その雑誌が IThe
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:雑誌販売でホームレス献饉の人の自立を

應援する『ビッグイシュー』
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ずっと良いのではないかとも思えるし、生活に

困っている人が生活保護を受けること|ま当然の

権利であるが、なぜ生活保護を受けずにビック

イシューを売る選択をするのだろうかっ

一般的に、ホームレス状態にある人が生活保

護を受けない理由には、水際作戦などで役所で

嫌な思いをした経験や、扶養照会で家族に連絡

が行き迷惑をかけるという心配や抵抗感があっ

たり、まだ働ける自分は福社を利用すべきでは

ないという考えがあったりする (そ れらについ

ては前号 1月 号の本連載に詳 しく書いたので

読んでください)。

そうして路上生活を続ける中で、高齢により

体を使 う日雇いの仕事が続けられなくなった

り、派遣の仕事でネットカフェ生活をしていた

若い人が失職 してしまったりなどした時に、

ビッグイシューに出会う。

出会 うきっかけとしては、認定 NPO法人

ビッグイシュー基金 (有限会社ビッグイシュー

日本の活動から生まれた別団体)が発行してい

る「路上生活脱出ガイド」という冊子を、支援

者の夜回りで配られた際に読んだり、インター

ネット上で閲覧したりして、その中の「今すぐ

にできる仕事」としてビッグイシュー販売を見

つけて電話をかけてくる人が多いようだ。

「死のうと思ったけど死にきれなかった」と

写真 2 お話を聞かせていただいた販売
者の島田肇さん

自殺と紙―重のところでやってくる人も多いそ

うなので、生き延びるための重要な嵌択肢とし

てビックイシューが存在していることがわかるで,

今すぐにできる、という手軽さや、かんたん

なお金のやりとりのスキルと立つ体力があれば

誰でもできる、という間日の広 さの他にも、

ビッグイシューには大きな魅力がある。それを

教えてくれたのは、ビッグイシューの事務所に

新刊 を仕入れに来ていた販売者の鳥田肇さん

(写真 2)だ。

島田さんはもともとは日雇いで建設業に拡

わっていた。だが日雇いの仕事が減り、ホーム

レスに。「ビッグイシューを売るようになって

一番良か ったのは ?」 と伺 うと、「仲間が でき

たこと」と答えてくれた。島田さんによると、

ホームレスの多くは 1人ばっらでいる。他人

とのかかわりが少なく、 たとえかかわろうとし

ても仲間だと思っていたホームレス仲間が荷物

を盗っていってしまったりする経験から、人に

対する信用を失ってしまうそうだ。

寝ていても荷物が盗 られないかと常に気を

張っている毎日。そのような中、島田さんは人

とのつながりがほしい、炊き出 し巡 りで 1日

が終わってしまうような楽しみのない牛活から

脱却したい、という思いでビンクイシユ~で働

き始めたという。現在はビ :′ クイン■一の収入

でネットカフェ暮らしをしながら、静かでプラ

イベー トな空間を手に入れるために、アパー ト

暮らしに向けて貯金を頑張っている。

ビツグインューにおいて大切にされているの

は、雑誌の販売を通して自立を目指 していくこ

とだけでなく、つながりを作っていくことだ。

1日 1日 を剰那的に生き延びていかなくてはな

らない よ―ムレス状態の人々が、その生活を脱

却 しようという希望を持つことは簡単ではな

い。何かのために預張りたい、という、その

「何か」が見つかることが必要なのだ。

i徹郁

ビッグイシューでできていくつながりはとて

も豊かだ。まず、お客さんとのつながり。路上

生活では見て見ぬふりをされたり煙たがられた

りして身の縮む思いをしてきたが、販売者とし

て道に立つと、お客さんは雑誌を買うために彼

らに籠しかけ、他愛ない天気の話などをして

「頑張ってください」と声をかける。話しかけ

て買ってくれるのは40～50代の女性が多く、

場所によってはサラリーマンの常速さんがつく

ことがあるという。

ちなみに「良く売れるためのコツはあります

か?」 と聞いたら、「とにかくいつも、暑くて

も寒くても決まった時間は立つこと」という答

えが近ってきた。雨の日はさすがに売らないの

かと置|く と、屋根のある場所に移動して売ると

いう。そんな過酷な状況でいつも立っている

と、気になって話しかけて、買ってくれる人が

いるそうだ。「同情や心配によって話 しかけて

もらうのは嫌 じゃないんですか」 と養 くと、

「いや、嫌じゃない。嬉 しい」と。とにもかく

にも人として話しかけてくれ、会議をし、雑誌

という物の売買が生まれることで、同じく心を

持つ、社会の一端を担っている対等な人とし

、承認される感党を販売者 さんたちは得てい

そうして少しずつ前を向いていく力が薔積さ

れたところを、ビッグインューのスタッフさん

たちは見逃さず、次の段階として「アパー ト生

活」を目指 さないかと背中を押す。ビッグイ

ショーでは販売者たちがお金が盗まれる心配を

しなくてすむように小口現金を預かるサービス

を行っているので、タイミングをみてそうした

声をかけることができるのだ。

もちろん、声をかけるの||う ■くいっている

時だけではないて,売上が伸びない時にも、 な I「

伸びないのか一緒に考えたりし
`丁
WI「 支ス

る。前述の島田さん ||、 スタッフさんの |ご飯

食べてる ?」 「寒 くなるけど大文夫 ?」 とい っ
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た何気なも`声かけも、 1け っこう気にかけてく

れてとても励みになる」と教えてくださった。

たとえ日雇いの肉体労働の仕事よりも収入が少

なかったとしても、困った時にはここに行けば

相談できてなんとかなる、と思える環境がある

のはとても心強い。

また、雑誌の仕入れのために定期的に顔を合

わせる仕組みになっているからこそ、スタッフ

は販売員さんの健康状態の変化に気付 くことが

あるという。ある販売者 さんの様子がいつもと

違 うと感 じたスタッフが、説得 して一緒に病院

に行ったところ、重大な心腕疾患が見つかって

一命をとりとめたケースもあったという。

:覆1踵爾憑骰瑕躊鰺鋏‡

認定 NPO法 人 ビッグイシュー基金では、

1ク ラブ活動」 を行っていると聞いた。そこで

は、販売者 さんもスタッフさんも混 じりあっ

て、活動 を通 して仲間ができていく。鳥田さん

の場合、イ中の良い販売者 さんに誘われて家庭菜

同部に入ったという。それはビ ンクインユーの

ベランタにあるプランターに種を植えて野菜や

お花を育てるというものだが、最初、皆が水を

あげすぎてお花を枯らしてしまったという。実

はお気に入りのスタッフさんがいて、もしお花

が咲いたらブレセン トしたいという素敵な情熱

を持っていた人もいたそうで、だから会計に水

をあげすぎてしまったというエピツー ドを聞い

て私は心がじんわりした。こうした「お花を育

てよう」「あの人に会いに行こう」といった思

いによって、なぜ生きなさやいけないのかわか

らないという境地だった人に、生活の楽しみや

仕事をする動機がもたらされる。これがとても

大きな力になるはずだ。

クラフ活動を作った佐野さんたちにはある思

ぃがあったという。ホームレス状態にある人と

いうのは、真面目に預張ってもうまくいかな

かったり不況になれば真っ先にクビを切られた

'り

してきた人たちだ。「お前 |=タ メだ |「お前は

いらない」というメッセージを陰に陽に突きつ

けられ、家族から、職場から、社会から、疎外

されてきた。だからなおさら、単に本の仕入れ

とお金のやりとりをする場ではなく、人との関

係性も生まれる場 を作ろう、 と心 を砕いたとい

つ。

晰鰈祓珈囃瑕饉赳

しかし、預張った先にあるのが、今まで彼 ら

をさんざん疎外 してきたような、つらい社会ヘ

の復帰なのだとしたら、自立 を応援するのは空

しい試みにな ってしよ うcた からこそ、佐野さ

んは「誰に でも居場所 と役割がある社会に変え

ていくのが、ビ ンクインコーの究極の目的」な

のだと言 う。

ビッグイシューには、冊子の販売をする有限

会ネ土ビックイン■一日本の側 ]コ と、 言忍定 NPO

法人ビッグイシュー基金という側面がある。認

定 NPO法人ビ ングインュー基金は、もともと
|ま販売者 さんの心のサポーートやアパー ト暮 らし

に向けたソーシャルワークとい ったことのため

に発足 した別組織なのだが、政策提案 を合めた

社会への働 きかけを積極的に行っている。

ホームレス問題 を見つめることで浮かび上

がってくる社会の問題は多い。貧因と略差、雇

用問題、家庭問題、病気や障害、社会的孤立

……。これまで、ビッグインューで稼げるよう

になってもホームレス状態を抜け出せない理由

として、いくつもの壁の存在 を見てきた。

絋曖吻置瞳爾鰯躍隕‐
頸祗騒轟騒爾福
例えばギャンブル依存症という壁。せっかく

稼いだお金をバチンコで消費してしまい、ホー

ムレス状態を抜け出せないという販売者さんは

実際に多い。彼らとのかかわりから、佐野さん

らは「ギャンフル障害研究グループ」を立ち上

」二菫難1■‐■III■

げ、実態報告と提言を冊子としてまとめた。

海外で|よギャンフルとされる「バチンコ・ス

ロット」を日本では「遊興」として扱いギャン

フルとしての規制がなく、駅前にバチンコ店を

開くことを認めているが、アクセスヘのハー ド

ルが低いことで依存症者を生み出しやすい土壊

がある。ギマンブルビジネスは依存を生み出す

ことで成 り立 っているのだ。 そ してもう 1

つ、依存症の深みにはまる大きな理由として

「社会的孤立」があるという。その実態調査を

通 して佐野さんらがまとめたのが、 :疑似カジ

ノ化 している日本.i という冊子だ。ここ:二 |よ

「消費者を守るための規制」と「依存症者への

救済措置」があるべきという論調が述べられて

いる。

当事者の経験を深く掘り下げた :'ギ ャンクル

依存症からの生還1と いう冊子では、多くのも

のを失い続けなからもギャンフルをやめられず

自殺未遂にまで至ってしまうような苦 しみや、

自助グループや依存症回復施設につながって仲

間を得て回復 していく様子をリアルに知ること

ができる。

「若者政策撻実書 :と いう冊子では、若者が

生活困窮に陥■,て いく背景や政策の現状につい

ての調査研究と、それに対応 した若者の自立を

支えるための政策を「学び・つなぐ・生活支

援・出口」の 4つ の柱にまとめ、提案 してい

る。さらには、困難をかかえた人々がスボーッ

によってエンパワーされ居場所を得ていく様子

をまとめた「社会 (スポーツ)を あそぶガイ ド

ブックメ も興味深い。
これらの冊子は無料で、認定 NPO法人ビン
グインューー基金の本一ムベージからPDFで タ

ウンロー ドできる他、冊子を請求 して送付 して

もらうこともできる (写真 3:送料はかかる)。
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写真 3 調査・提言冊子を紹
介してくださる佐野未来さん

|||||1脩絋吻吻囃魏
厄洟凩吻 爾

専門的な調査研究の上に政策提案をする冊子

には影響力があるが、やはり最も社会を変える

ことにつながっているの |ま 「販売者さんの存在

そのもの」だと佐野さんは教えてくださった。

販売者さんの存在は、今までホームレスに関心

がなかった人が関心を持ち、この問題について

一歩踏み出してみるための糸口になっているの

だ。ちょうど冒頭の私のように。

一番大事なのは、社会にいる普通の人たちが

変わっていくことだ。道端で雑誌を売っている

人の存在が気になるから調べてみよう、という

ところから、雑誌を買ってみよう、寄付をして

みよう、ボランティアをしてみよう、と二歩三

歩と歩みを進めることは、ちよつとした壁に思

えるかもしれない。しかし、「何かを変えたい」

「自分にできることをしたい」という小さな思

いは、私たちが思う以上に多くの人が持ってい

る。ちりも積もれば山となる、というのは本当

のようで、現在ビッグイシューは毎号約 2万

5000部 発行され、NPO法人ビッグインユ~

基金は全国 1000人 超 ものボランテ イア と

3000人 近 くもの寄付者に支えられ、販売者さ

んや相談に来るホームレスの人たちの暮らしを

変えている。ホームレスや貧困など、社会の問

題があまりにも大きくて自分には何もできな

い、と諦める必要もなけれは、自分とは縁のな

い問題だ、と突き放す必要もないのだ。

皆さんもぜひ、次に街角で赤いジャケットを

着た人を見たら、話しかけてみてはいかがだろ

ぅか。                   日

【ビックイシューに関する情報】

)どこにいても『ビッグイシュー日本版」――お近くの販売者

から買えるほか、直販定期購読もできる。

httpsi〃www.bigissue.jp/buy/subscription/

>ホテルの予約でビッグイシューに寄付  下記URI.に り
BOOking cOmで ホテルを予約すると、宿泊代金の  1`|∫が

ビッグイシュー日本とINSP(国 際ストリートベ ーバ ネン|｀

ワーク)に寄付される (利用者負担はなし)。

httpi〃 www hoteis4change org/,apan/

>ビッグイシュー・オンラインー
世界の二■―スや1二 lb l`

を配信。

http1//bigiSSue― OnhnO il)/

レビッグイシュー公式フェイスブツク  榊 ]l夕 |や イベント

販売、販売者さんの様子なと。

http://wv～ 、vfacebook con3/biglssuc 11)

●有限会社ビックイシュー日本本社 :〒 530‐ 0003 大 |`層

市北区堂島 2丁目3-2 堂北ビル 4階

Te1 06-6344-2260//Fax 06-6457-1358

URL:https://www biglssuo ip/

(写真 :安倍俊太郎 )

山ロミルコ輌書

定価1760円 (本体1600円 +税 10%)
光文社●03・ま,95‐8172

筆者はパブル期に就職 し、会社を

愛 し、仕事に没頭 してきスi。 が、

ある時. その路線から外れ、 自分
を、取り春 く世界を見直すことと

なり愕然とする。自分で選んでき

たように思っていた生き方も.時

代に翻弄 されていたことに気づ

く。同じ時代を経た者ならどこか

に自分の姿を見るはず。

斎藤陽通、頭木弘樹、岩崎航、三角みつ紀、田代―倫、
和島番太郎、坂口着平、鈴木大介、興那覇潤、森まゆみ、
丸 山正樹、川口有美子 H
T(山 :'′ '()()I:| |,11:'(X)()III I,贅 1()ツ ,)

魃戌
鶉聰
ここ機の機の背滅‡議纏轟傷轟警意饉滲

青木省三、村上伸治、鷲田健二館編
定価鋤 円 (本体3∞ 0円 十税 10%)
医学薔院●03・ 3817・56(Ю

発達障害とともに、今日の精神科診療では避けて通れない ト

ラウマ。 しかし.見 えないだけに気づかれにくい。本書では、

いわゆる疾患に限 らず、生きづらさを訴える幅広い症例とそ

れにまつわる トウウマ、そしてそこへの処 し方について数多

くのエビツー ドが紹介 される。たとえ 1ヽ ラウマそのものはな

くならなくても、治療にあたる者がその存在に目を向け、容

り添っていくことで結果は異なってくるという。その様子は

ほんのり温かい。

藤山直樹、笠井清登 =編箸

2価 3850円 (本体3600円 十税 10%)
属崎学術出版社●0355776817

東大での人材育成ブログラムの連

続講義から、最前線で活躍する精

神科医 ッ心理臨床職の議義を採録

した―冊。ノウハウを得る、 とい
うよりも.専門家たちの |こ ころ
を支えるにあたって、どうこころ

を使うか」についての思いを味わ

う仕様になっている。
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日下隼人‐著

定価2420円 (本体2200円 +税 10。′。)

'X原
出版新社壼03‐ 3816‐ 5311

医療者に.必要以上の笑顔もサー

ビスも求めないけれど、 そもそも
患者は.問題や不安を抱えて医療
滸の前にいる、という事実だけは

常に意識 してほしい。最初のホタ

ンを掛け違わないほんのちょっと

の工夫から.よ りよい関1系性や治

癒への道が開かれる。本書はその

過程を丁寧に説く。

大 人 の トラウマを診
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バブル

病と障害と、1勢らにあつた本。

病や障害と向き合い、受け入れる

にあたり、その人独自の言葉と出

合うことは大きな助けになるよう

だ。出合った言葉たちが、外へと

つながる扉 を開いてくれるのだ。

最初 から本好 きだった人もいれ

ば、そもそも本など読まなかった

という人もいる。 しかし、本が導

く世界は広 く、大きく、深い。
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